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う
に
「
利
用
」し
よ
う
と
考
え
る
か
に
よ
っ
て
、こ
の
掛
け
合
わ
せ
か
ら

可
能
性
が
生
ま
れ
る
か
、危
険
性
が
生
じ
る
か
の
分
か
れ
道
に
な
る
。各

自
が
各
自
の
こ
と
を
す
る
、つ
ま
り
文
化
は
文
化
の
こ
と
、経
済
は
経
済

の
こ
と
、政
治
は
政
治
の
こ
と
を
自
律
的
に
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
が
能
力
を

文
化
の
た
め
に
、内
容
に
は
口
を
出
さ
ず
に
協
働
さ
せ
て
い
く
な
ら
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
輪
が
大
き
な
渦
に
な
り
循
環
的
に
広
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
（
秋
野
専
任
講
師
）。

　

⑤
文
化
と
外
交
を
切
り
離
す
べ
き
か

：

国
家
は
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー

を
作
り
上
げ
て
は
い
な
い
。し
か
し
国
家
は
利
用
し
よ
う
と
す
る
。

5
0
0
0
年
続
い
た
国
は
な
い
が
、文
化
は
あ
る
。こ
う
し
た
文
化
を

維
持
し
て
き
た
の
は
文
化
を
支
え
よ
う
と
し
た
人
々
で
あ
る
。文
化
と

国
家
が
交
差
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ

る
。公
共
資
金
が
歌
劇
場
の
渡
航
費
を

準
備
す
れ
ば
、歌
劇
場
も
世
界
的
な
評

判
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、W
i
n

-

W
i
n
の
関
係
に
な
る
。そ
れ
ゆ
え
に

完
全
に
切
り
離
す
べ
き
で
あ
る
と
ま
で

は
言
え
な
い
。し
か
し
国
が
創
造
性
を

操
作
・
制
限
・
管
理
し
よ
う
と
す
る
局

面
で
は
厳
格
に
分
離
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。国
は
文
化
を
創
る
こ
と
は
で
き

な
い
（
シ
ュ
タ
ン
ツ
ェ
ル
教
授
）。

　

生
い
立
ち
か
ら
世
界
各
地
を

拠
点
に
踊
っ
て
き
た
経
験
、近
年

の
制
作
コ
ラ
ボ
や
国
際
交
流
事

業
が
、様
々
な
写
真
や
映
像
を
交

え
て
紹
介
さ
れ
た
。13
歳
で
見
た

ソ
連
の
街
並
み
や
美
術
館
に
衝

撃
を
受
け
、16
歳
で
片
道
切
符
を

手
に
ボ
リ
シ
ョ
イ
バ
レ
エ
学
校
に
留
学
。十
月
政
変
が
起
こ
り
、戦
車
を

目
の
当
た
り
に
す
る
。そ
の
後
2
ヶ
月
は
外
出
も
出
来
ず
、言
葉
も
分
か

ら
ず
日
々
身
の
危
険
を
感
じ
つ
つ
も
、両
親
が
出
し
て
く
れ
た
の
だ
か

ら
バ
レ
リ
ー
ナ
に
な
ら
な
い
と
、と
心
に
誓
う
。一
日
を
無
事
に
終
え
る

こ
と
の
で
き
る
幸
せ
が
今
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
。

　

18
歳
で
バ
レ
エ
団
に
入
団
。お
給
料
を
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
為
、

両
親
に
今
後
負
担
を
か
け
る
こ
と
が
あ
れ
ば
バ
レ
エ
は
や
め
る
と
決

意
。混
乱
の
中
、日
々
治
安
の
心
配
を
し
て
は
い
た
が
、優
れ
た
作
品
を

毎
日
安
く
観
る
こ
と
が
で
き
、心
は
と
て
も
豊
か
だ
っ
た
。19
歳
で
パ
リ

の
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
メ
ダ
ル
を
受
賞
。安
全
で
美
し
い
街
に
驚
き
、欧
州

に
移
る
決
意
を
す
る
。そ
の
後
ド
イ
ツ
の
バ
レ
エ
団
に
入
団
す
る
も
、時

期
尚
早
だ
っ
た
。貧
し
く
、撃
た
れ
る
心
配
は
あ
る
も
の
の
人
情
が
あ
っ

た
ロ
シ
ア
と
、契
約
社
会
の
ド
イ
ツ
と
の
違
い
に
戸
惑
い
、契
約
半
ば
で

退
団
。ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
米
国
の
バ
レ
エ
団
と
の
契
約
が
決

ま
り
、様
々
な
都
市
で
踊
る
。し
か
し
労
働
組
合
が
強
い
米
国
で
は
指
揮

者
が
帰
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、良
い
作
品
を
踊
り
た
い
だ
け
の
自

分
の
気
持
ち
と
は
何
か
が
違
う
と
感
じ
、5
年
で
米
国
を
去
る
。そ
の
後

マ
ラ
ー
ホ
フ
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
、今
に
至
る
12
年
の
ベ
ル
リ
ン

生
活
が
始
ま
る
。人
々
の
心
の
中
に
あ
る
も
の
に
伝
え
、感
動
や
明
日
へ

の
活
力
を
与
え
ら
れ
た
ら
と
い
う
願
い
は
、25
年
間
ど
の
国
で
も
変
わ

ら
な
か
っ
た
。　

　ワークショップでは、子どもから大
人まで参加者が身体を使って数字を
書き、影絵をし、『白鳥の湖』の有名な
場面を踊り、会場は温かい笑いと拍手
に包まれた。最後にサプライズで針山
氏振付の『ドリーム』と『瀕死の白鳥』
の2 曲が披露され、会場は歓喜に沸い
た。終演後、来場者が列をなし、急遽写
真撮影とサイン会が行われた。

バ
レ
リ
ー
ナ
　

針
山 

愛
美

ト
ー
ク
「
国
境
を
越
え
て
ー
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
可
能
性
」

レ
ク
チ
ャ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
身
体
で
話
そ
う
！
」

●
ボ
リ
シ
ョ
イ
バ
レ
エ
学
校
を
主
席
で
卒
業
後
、
モ
ス
ク
ワ
、
エ
ッ
セ
ン
、
米
国
を
経
て
，
2
0
0
4

年
ベ
ル
リ
ン
国
立
バ
レ
エ
団
に
入
団
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
新
古
典
派
ま
で
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
持
つ

世
界
的
な
バ
レ
リ
ー
ナ
。
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
受
賞
歴
多
数
。
世
界
各
国
で
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
主
催
し
，
2
0
1
6
年「
日
米
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
も
選
ば
れ
て

い
る
。
T
B
S
「
情
熱
大
陸
」
で
特
集
さ
れ
た
他
，
ド
イ
チ
ェ・
ヴ
ェ
レ
で
も
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
を

放
送
さ
れ
た
。
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン「
ダ
ン
ス
・
キ
ュ
ー
ブ
」
で
「
バ
レ
リ
ー
ナ
の
ベ
ル
リ
ン
日
記
」
を
連
載
中
。

Profile
針山愛美

HARIYAMA, Emi

●
ド
イ
ツ
語
学
科
専
任
講
師
。
博
士（
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
大
学
・
東
京
外
国
語
大
学
）。
専
門
は
ド
イ

ツ
語
圏
の
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
政
策（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
制
度
，
劇
場
政
策
，
対
外
文
化
政
策
）。
ザ
ク
セ
ン

文
化
基
盤
研
究
所
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
，
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
P
D（
東
京
大
学
）
を
経

て
、
2
0
1
3
年
よ
り
現
職
。
共
著
に『K

ultur im

 Spiegel der W
issenschaften

』，『C
ulture 

allo  spesshio

』，『
芸
術
と
環
境　

劇
場
制
度
・
国
際
交
流
・
文
化
政
策
』（
論
創
社
）
等
。

Profile
司会・コーディネーター

秋野有紀
AKINO, Yuki

Profile
司会

藤井慎太郎
FUJII, Shintaro

●
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授（
演
劇
学
，
文
化
政
策
学
）。
フ
ラ
ン
ス
語
圏（
フ
ラ
ン
ス
，
ベ
ル

ギ
ー
，
カ
ナ
ダ
）
お
よ
び
日
本
の
現
代
舞
台
芸
術
の
美
学
と
制
度
を
研
究
。
主
な
著
作
に
監
修
書

『
ポ
ス
ト
ド
ラ
マ
時
代
の
創
造
力
』（
白
水
社
），

 

“ S
cènes françaises, scènes japonaises : 

allers-retours

”

 

， 

共
訳
書『
演
劇
学
の
教
科
書
』（
国
書
刊
行
会
），共
編
著
書『
演
劇
学
の
キ
ー
ワ
ー

ズ
』（
ぺ
り
か
ん
社
）
2
0
1
3
年
度「
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
責
任
者
。『
炎　

ア
ン
サ

ン
デ
ィ
』
の
翻
訳
で
，
小
田
島
雄
志
翻
訳
戯
曲
賞
を
受
賞
。


